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会長挨拶

開会の挨拶

乾杯の挨拶

大望年会を楽しむ会員

チーム対抗ゲーム優勝・政策提言委員会

チーム対抗ゲームを楽しむ会員

綱領・指針朗読

開会宣言記念撮影

監事講評

新入会員認証式

令和5年度理事及び監事予定者（案）承認の件

第
81
回
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

12
月
14
日(

水)

那
覇
商
工
会
議
所
に
と
っ
て
２
０
２
２
年
最
後
の
定
例
会
と

な
る
こ
の
日
、ホ
テ
ル
モ
ー
リ
ア
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
て
第
81
回
臨
時
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

”

大
望
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

12
月
14
日(

水)

の
第
81
回
臨
時
総
会
が
終
了
後
は
大
望
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

O
B
会
の
会
員
も
招
い
て
今
年
も
盛
大
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
12
月
14
日(

水)

の
第
81
回
臨
時
総
会
が
終

了
後
は
大
望
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

O
B
会
の
会
員
も
招
い
て
今
年
も
盛
大
な
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
O
N
E
T
E
A
M
那
覇
22
委
員
会
の
福
本 

孝
平
君
の
司
会
進
行
の
も
と
、盛
島
委
員
長

が
開
会
の
挨
拶
に
立
ち
ま
し
た
。盛
島
委
員

長
は「
コ
ロ
ナ
の
問
題
も
だ
ん
だ
ん
緩
和
さ
れ

て
今
回
の
様
に
パ
ー
テ
ー
ション
も
無
く
、検
査

も
無
く
酒
の
席
が
作
る
事
が
出
来
た
事
も

『
キ
ズ
ナ
』、『
縁
』色
ん
な
事
が
重
な
っ
て
開
催

出
来
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
今
日
は
大
い
に
盛

り
上
が
っ
て
い
こ
う
」と
、今
回
の
大
望
年
会
へ

の
想
い
を
熱
く
述
べ
ま
し
た
。

　
乾
杯
の
挨
拶
に
は
O
B
会
代
表
の
大
山 

正

氏(

以
下 

大
山
氏)

が
立
ち
ま
し
た
。大
山
氏

は「
こ
こ
２
〜
３
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
大
変

な
時
期
を
過
ご
し
た
と
思
う
が
今
年
は
沖
縄

本
土
復
帰
50
年
周
年
の
節
目
で
あ
り
、記
念
式

典
も
開
催
さ
れ
た
。ま
た
、世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン

チュ
大
会
や
那
覇
大
綱
引
き
、産
業
ま
つ
り
等
、

徐
々
に
で
は
あ
る
が
お
祭
り
が
戻
っ
て
き
た
。

３
月
に
は
３
年
ぶ
り
に『
わ
っ
た
ー
那
覇
め
し

グ
ラ
ン
プ
リ
』も
開
催
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

O
B
会
一
同
、非
常
に
楽
し
み
に
し
て
い
る
。感

染
対
策
な
ど
準
備
は
大
変
か
と
思
う
が
O
B

会
も
最
大
の
理
解
者
と
し
て
応
援
し
て
い
く
の

で一
緒
に
が
ん
ば
ろ
う
」と
乾
杯
の
口
上
を
述
べ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
チ
ー
ム
対
抗
ゲ
ー
ム
と
し
て
各
委

員
会
や
O
B
会
が
そ
れ
ぞ
れ
チ
ー
ム
を
組
ん
で

早
食
い
、炭
酸
水
早
飲
み
、け
ん
玉
を
い
ち
早
く

成
功
さ
せ
、クイ
ズ
に
答
え
る
と
い
う
ル
ー
ル
の

ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。景
品
に
５
万
円
分

の
食
事
券
が
用
意
さ
れ
て
い
た
と
あ
り
、大
望

年
会
後
の
懇
親
会
に
使
用
で
き
る
事
か
ら
各

チ
ー
ム
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
が
向
上
し
、ゲ
ー
ム
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。早
食
い
と
炭
酸

水
が
い
ち
早
く
成
功
し
て
も
慣
れ
な
い
け
ん
玉

で
苦
戦
す
る
な
ど
ス
リ
リ
ン
グ
な
展
開
と
な
る

中
で
、政
策
提
言
委
員
会
が
見
事
に
優
勝
。政
策

提
言
委
員
会
の
皆
様
は
大
望
年
会
後
の
懇
親
会

も
大
い
に
盛
り
上
がっ
た
事
で
し
ょ
う
。

　
各
会
員
か
ら
景
品
を
募
っ
た
景
品
抽
選
会
も

行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
も
約
90
品
と
多
く
の
景

品
が
集
ま
り
、参
加
者
は
豪
華
景
品
に
胸
を
躍

ら
せ
て
い
ま
し
た
。

 

そ
の
後
は
第
10
回
わ
っ
た
ー
那
覇
め
し
グ
ラ
ン

プ
リ
紹
介
、令
和
５
年
度
那
覇
商
工
会
議
所
青

年
部
三
役
予
定
者
紹
介
な
ど
が
続
き
大
盛
況
の

中
、大
望
年
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　「
大
望
年
会
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
通
り
、２
０

２
２
年
の
様
々
な
出
来
事
が
希
望
へ
変
わ
っ
て
い

く
よ
う
な
賑
や
か
で
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し

た
。主
体
と
な
っ
て
運
営
に
携
わ
っ
た
O
N
E-

T
E
A
M
那
覇
22
委
員
会
の
皆
様
、お
疲
れ
様

で
し
た
。

　
総
務
委
員
会
の
國
仲
雄
理
君
の
司
会
進
行
の

下
、
高
良
副
会
長
に
よ
る
開
会
宣
言
、
Y
E
G

宣
言
に
て
幕
を
開
け
た
臨
時
総
会
。
そ
の
後
は

国
歌
並
び
に
商
工
会
議
所
青
年
部
の
歌
「
伸
び

ゆ
く
大
地
」
の
斉
唱
、
総
務
委
員
会
の
米
田 

伸
一
君
に
よ
る
綱
領
・
指
針
朗
読
と
続
き
、
平

良
会
長
の
挨
拶
と
な
り
ま
し
た
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
平
良
会
長
は
「
昨
今
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
報
道
で
懸
命
に
国
を
背
負
っ
て

が
ん
ば
っ
て
い
る
選
手
の
姿
を
見
る
と
勇
気
づ

け
ら
れ
た
。
私
た
ち
も
団
体
と
し
て
そ
う
い
う

姿
を
市
民
や
県
民
、
自
社
の
社
員
に
見
せ
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
」
と
、
近
況
か
ら
感

じ
て
い
る
那
覇
Y
E
G
へ
の
想
い
を
述
べ
ま

し
た
。

　
総
会
は
出
席
者
59
名
、
委
任
状
58
名
、
合

計
１
１
７
名(

全
会
員
１
５
９
名※

12
月
14

日
時
点)

に
て
総
会
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
第
81
回
臨
時
総
会
で
諮
ら
れ
る
最
も
大
き

な
議
題
は
第
一
号
議
案
「
令

和
５
年
度
理
事
及
び
監
事
予

定
者
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
令
和
５
年
度
の
理
事
役
員

に
立
候
補
し
た
会
員
は
全
20

名
。
半
数
以
上
が
理
事
未
経

験
者
で
入
会
２
年
目
の
会
員

も
５
名
が
立
候
補
し
て
い
る

等
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
メ
ン
バ
ー

と
な
り
ま
し
た
。

　
監
事
に
立
候
補
し
た
会
員

は
株
式
会
社
リ
ゾ
バ
ー
ス
の

久
貝 

賢
吾
君
と
勇
気
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
の
大
城 

康
史
君
で
す
。

　
採
決
は
満
場
一
致
の
拍
手
に
て
可
決
さ
れ
、

本
総
会
に
て
令
和
５
年
度
那
覇
商
工
会
議
所
青

年
部
の
理
事
役
員
予
定
者
が
正
式
に
決
定
と
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
各
報
告
事
項
へ
と
続
き
、
新
入
会

員
認
証
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
承
認
さ
れ

た
新
入
会
員
は
株
式
会
社
花
商
の
花
城 

典
史
君

で
す
。

　
令
和
４
年
度
は
残
り
３
ヶ
月
。
３
月
に
は

「
第
10
回
わ
っ
た
ー
那
覇
め
し
グ
ラ
ン
プ
リ
決

定
戦
」
も
控
え
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
の
那

覇
商
工
会
議
所
青
年
部
は
こ
れ
か
ら
大
詰
め
を

迎
え
ま
す
。
そ
し
て
今
回
の
総
会
で
決
ま
っ
た

理
事
役
員
予
定
者
も
令
和
４
年
度
理
事
役
員
か

ら
の
バ
ト
ン
を
受
け
取

り
、
新
た
な
年
度
に
向
け

て
ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
、

大
き
な
動
き
が
生
ま
れ
て

く
る
時
期
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
那
覇
商
工

会
議
所
青
年
部
に
と
っ
て

大
き
な
節
目
と
な
る
第
81

回
臨
時
総
会
と
な
り
ま
し

た
。
主
体
と
な
っ
て
運
営

を
担
当
し
た
総
務
委
員
会

の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し

た
。



©徳川美術館イメージアーカイブ／DNPartcom

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 代表取締役  大城　憲

【営業時間】 本社 9：00～18：00
【定休日】 日曜日
TEL：098-943-5501

　
INFORMATION
株式会社 H&T
沖縄県那覇市安里2-6-24 リファイン安里101

株式会社  H&T有限会社 ファミリーサポート・沖縄

最初に貴社の紹介をお願いします。

那覇ＹＥＧに入会したきっかけをお願いします。

実際に入会してみての感想をお願いします。

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。

最後に大事にしている言葉
などがあれば教えてください。

　

代表取締役  大屋　雅清

【営業時間】 9：00～18：00
【定休日】 日曜日
TEL：098-854-2648

　
INFORMATION
有限会社 ファミリーサポート・沖縄

最初に貴社の紹介をお願いします。

那覇ＹＥＧに入会したきっかけをお願いします。

実際に入会してみての感想をお願いします。

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。

最後に大事にしている言葉
などがあれば教えてください。

那覇市古波蔵１-７-２７ １-B

2010年に免税品（コスメ・フレグランス等）のプロモー
ション販売業で企業。在籍社員の多くが女性で、又当時
那覇市内の待機児童問題も相まって、自社で無認可保育
所を開園（現在は企業所内認可保育所）。企業前は飲食業
に携わっていたので、現在レストランバー（４０席）とスタ
ンディグバー（７０名収容可）を那覇市内で２店舗運営し
ております。

青年会議所時代の友人が多くYEGに在籍されていたの
で、勧められて入会しました。

様々な経営者の方々の話や情報交換が出来て、いつも気
づきを得ております。

一人ひとりが主役になれる「人ビジネス」を中心に業務を
展開しております。他同業種に係わらず、企業間でコラボ
などのお話があればよろしくお願いいたします。

夢はでっかく根は深く

通信

図2.黒地香袋桜牡丹文様描絵芭蕉衣裳図1.黒地桐鳳凰文描絵芭蕉衣装

図3.【重要文化財】朱漆花鳥密陀絵沈金御供飯
（徳川美術館）

　
通
称「
本
土
復
帰
」を
迎
え
て
50
年
の
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。博
物
館
で
は
、10
月
14
日
よ

り
復
帰
50
年
展「
琉
球
―
美
と
そ
の
背
景
―
」

を
展
観
し
ま
す
。

　
「
琉
球
」が
テ
ー
マ
な
の
で
、当
館
の
常
設

展
と
似
た
よ
う
な
資
料
が
展
示
さ
れ
る
と
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、今
回
は
県
内
外
か
ら
多
数
の
資
料
を
借

用
し
、普
段
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
県
内
初

公
開
の
資
料
や
数
十
年
ぶ
り
の
公
開
に
な
る

資
料
を
展
示
し
ま
す
。

　

県
内
初
公
開
に
な
る
資
料
の
一
つ
に「
黒

地
桐
鳳
凰
文
描
絵
芭
蕉
衣
裳
」と「
黒
地
香
袋

桜
牡
丹
文
様
描
絵
芭
蕉
衣
裳
」が
あ
り
ま
す

（
図
１・２
）。愛
知
県
の
松
坂
屋
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
J
．フ
ロ
ン
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
史
料
館
が

所
蔵
す
る
衣
裳
で
、琉
球
の
神
女
で
あ
る
ノ

ロ
が
着
用
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。こ
の

よ
う
に
絵
が
描
か
れ
た
ノ
ロ
の
衣
裳
は
他
に

類
が
無
く
と
て
も
珍
し
い
で
す
。松
坂
屋
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
は
、他
に
２
領
の
着
物
を

借
用
し
初
公
開
し
ま
す
。

　

県
内
初
公
開
と
な
る
他
の
資
料
と
し
て
、

宮
内
庁
書
陵
部
が
所
蔵
し
て
い
る「
康
熙
帝

勅
諭
写
本
及
び
外
筒
」が
あ
り
ま
す
。勅
諭
と

は
、中
国
皇
帝
か
ら
の
言
葉
が
記
さ
れ
た
書

物
で
、か
つ
て
は
琉
球
国
王
宛
て
に
出
さ
れ

た
勅
諭
が
多
数
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、明
治
時
代
に
な
る
と
明
治
政
府
に

接
収
さ
れ
、そ
の
後
関
東
大
震
災
で
焼
失
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、幸
運
な
こ
と
に
当
館

が
所
蔵
す
る「
弘
治
帝
勅
諭
」（
重
要
文
化
財
）

と
個
人
の
方
が
所
蔵
す
る「
景
泰
帝
勅
諭
」の

現
存
が
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
２
つ
の
勅
諭
は
明
時
代
に
発
給
さ
れ
た

も
の
で
す
が
、清
時
代
の
勅
諭
は
現
存
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

宮
内
庁
所
蔵
の
勅
書
は
、清
時
代
の
勅
書

を
写
本
し
た
も
の
で
す
。明
時
代
の
勅
諭
は

本
紙
に
龍
の
絵
を
描
い
て
い
る
の
に
対
し
、

清
時
代
の
勅
書
は
文
章
の
周
り
を
龍
の
枠
で

囲
っ
て
い
る
な
ど
、時
代
に
よ
る
違
い
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
。漢
文
と
満
文（
満
州
文
字
）

が
併
記
さ
れ
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。こ
の

写
本
で
は
漢
文
は
正
確
に
写
さ
れ
て
い
ま
す

が
、満
文
は
上
手
く
書
き
写
せ
て
い
ま
せ
ん
。

ち
ょ
う
ど
欧
米
の
方
が
漢
字
を
見
様
見
真
似

で
書
く
よ
う
に
、な
ん
と
な
く
の
雰
囲
気
で

写
さ
れ
て
い
ま
す
。原
本
に
は「
金
漆
画
龍
勅

復帰50年展「琉球―美とその背景―」
見どころ紹介

2022年10月14日（金）～12月4日（日）

筒
」が
付
属

し
て
い
た
と

さ
れ
て
い
ま

す
が
、そ
れ

を
写
し
た
外

筒
も
付
属

し
、清
時
代

の
勅
諭
の
こ

と
を
窺
い
知

る
こ
と
が
出

来
ま
す
。今

回
の
展
示
で

は
、現
存
す
る
明
時
代
の
勅
諭
２
点
と
併
せ

て
、初
め
て
３
つ
の
勅
諭
が
並
ん
で
展
示
さ

れ
る
の
も
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
で
す
。

　

初
公
開
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、久
し
ぶ
り

に
里
帰
り
す
る
資
料
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
が
、

「
朱
漆
花
鳥
密
陀
絵
沈
金
御
供
飯
」（
重
要
文

化
財
・
図
３
）で
す
。江
戸
幕
府
初
代
将
軍
・
徳

川
家
康
が
旧
蔵
し
て
い
た
漆
器
で
、家
康
の

死
後
に
九
男
・
義
直（
尾
張
徳
川
家
初
代
）に

形
見
分
け
さ
れ
、現
在
は
愛
知
県
の
徳
川
美

術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。琉
球
漆
器
の

中
で
も
特
に
完
成
度
の
高
い
作
品
で
、琉
球

の
美
術
工
芸
品
と
し
て
唯
一
国
指
定
の
文
化

財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、東
京
国
立
博
物
館
・
九
州
国
立
博

物
館
を
は
じ
め
、多
く
の
機
関
・
個
人
の
方
か

ら
復
帰
50
年
だ
か
ら
こ
そ
借
用
で
き
た
資
料

が
多
数
あ
り
ま
す
。こ
の
機
会
に
是
非
ご
観

覧
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
学
芸
員 

伊
禮 

拓
郎
）

（松坂屋コレクションJ.フロントリテイリング史料館）

展覧会ページ

弊社は2001年に設立して21年目の会社で玄米アミノ酸を取
り入れた調味料と低刺激＆無添加ボディーソープを取り扱っ
ております。
両親が那覇市内で40年近くつぼがわ保育園を運営してお
り、園児におむつかぶれやアトピー、アレルギーによる食事制
限のお子様が増えてきたこともあり「保育園の給食で免疫力
をあげる為には？」「卒園するまでに除去食なしで他の子と同
じメニューを食べるには？」を考え保育園給食に取り入れた
商品が「玄米アミノ酸調味料 はなまるママ」であります。つぼ
がわ保育園で効果が実証された事からもっとたくさんの子
どもたちに使って欲しいと思い現在に至ります。主に沖縄県
内、九州の保育園様に販路拡大を目指しております。「子ども
の笑顔は宝物」を会社の理念に掲げて励んで参ります。

友人の長堂祐磨君の誘いで入会しました。

毎月の委員会・定例会での他事業者とお話できる機会が増
えとても勉強になります。

「玄米アミノ酸調味料 はなまるママ」は食事以外にも使えま
す！保育事務として３年、現在は週に４～５日保育士として放
課後等デイサービスの現場に入り子どもたちと遊びに勉強
と楽しんでおります。遊び過ぎて汗をかき背中を搔きむしる
アトピーの児童が保湿剤を忘れたときなどにも現場で使用
し痒みが治まり「先生、かゆくない！ありがとう！」と言われ
たときにこの仕事を続けて良かったと感じました。また子ど
もたちの笑顔が私にとってのエネルギーとも思い今後も子ど
もたちの力になれるよう励んで参ります。宜しくお願い致し
ます。

一期一会
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